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四季の美しさ表現四季の美しさ表現

大野城市美術協会の皆さん
の作品をご紹介します

芸術探訪
小林　京子「初 秋」

　史跡多き四王寺山はいい題材です。季節、天候により様々
な顔を見せてくれます。御笠川を足元に台形の安定した形
は美しく、徐々に紅葉し、空の上層の雲と済んだ青い空と
のコントラストは絵心をくすぐります。冬にかけて朝もや
に煙る日があったり、秋雨の後、雲が上がっていく様子、
落葉し冬の気配まで秋の四王寺山の美しさを堪能できます。

シニアシニア
　　大野城大野城 令和4年9月発行

158号



シニア大野城シニア大野城令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日 第158号（2）第 158号（2）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

7
月
5
日
（
火
）、
大
野
城
市
総

合
体
育
館
に
て
体
力
測
定
会
を
開

催
し
62
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
準
備
体
操
を
行
い
、

し
っ
か
り
体
を
温
め
た
後
、
5
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
握
力
、
上
体

起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片

足
立
ち
、
10
㍍
障
害
歩
行
、
6
分

間
歩
行
の
計
6
項
目
の
測
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
無
理
せ
ず
、
競
わ
ず
、

安
全
に
測
定
し
、
今
の
自
分
の
体

力
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

体
力
に
合
っ
た
運
動
を
続
け
る
と
、

体
力
の
低
下
を
抑
え
る
こ
と
が
で

令
和
4
年
度 

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

活

動

紹

介

体
力
測
定
会

体
力
測
定
会

自
分
の
体
力

 

6
項
目
で
測
定

　５月 24 日（火）、大野城
市多目的グラウンドにてペタ
ンク大会を開催しました。
　32 チーム 143 名は、チー
ムワークを発揮し、互いに譲
らぬ攻防戦を展開しました。

優勝した牛頸悠々会の皆さん優勝した牛頸悠々会の皆さん

しっかり足あげてしっかり足あげて

第 31 回ペタンク大会第 31 回ペタンク大会

32 チームが熱戦展開

《大会結果》
優　勝　牛頸悠々会
準優勝　上大利 B
第３位　つつじ会

◆最高齢者賞◆

男性：金子 敬治さん（93）
　  　　【乙金台】
女性：倉田 栄子さん（89）
　  　　【乙　金】

き
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

今
回
の
結
果
を
参
考
に
、
日
頃
か

ら
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
腹
筋
、
背
筋
の
持
久
力
を
測
定
】

腹
筋
は
良
い
姿
勢
を
保
ち
、
力
強
い

動
き
を
支
え
ま
す

【調整力を測定】
動きをコントロールする能力が分かり、
つまずきやすさの目安になります

上体起こし

10 ｍ障害物歩行

腹筋の回数で測定腹筋の回数で測定

健康メモ

「噛む力」を鍛え
 フレイル予防！

　適切な手入れをせずに、柔らかい物ばかり
食べていると噛む力が弱くなるばかりか、唾
液の分泌が減少し、口腔環境も悪化します。
歯ごたえのあるものを積極的に取り入れるな
ど、食事を通して噛む力を鍛えることもオー
ラルフレイルの予防につながります。



シニア大野城シニア大野城（3）第 158号（3）第 158号 令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

6
月
22
日
（
水
）、
大
野
城
市
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
第
35
回
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

市
内
4
地
区
よ
り
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
１
１
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

各
コ
ー
ト
で
は
、
憂
う
つ
な

梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば
す
力
強
い

シ
ョ
ッ
ト
が
次
々
飛
び
出
し
、
95

歳
の
最
高
齢
者
を
含
む
元
気
シ
ニ

ア
が
最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

ま
し
た
。
仲
間
と
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
す
る
姿
は
若
々
し
く
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

第第
3535
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
個
人
戦
）

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
個
人
戦
）

最
高
齢
者
95
歳
も
元
気
に
活
躍

注目の一打目注目の一打目

《上位入賞者の皆さん》
佐藤さん 森部さん 篠原さん

【大会結果】 敬称略

順　位 クラブ名 氏　名
優　勝 若　草 森部　 邦彦
準優勝 牛頸悠々会 篠原 　義栄
第 3 位 中 佐藤 　昭夫
第 4 位 上大利 穴井 　義昭
第 5 位 平野台 兼藤 美代子
第 6 位 平野台 鶴 　　敬子
第 7 位 平野台 筒井 　　勲
第 8 位 上大利 船橋 　正夫
第 9 位 瓦　田 牟田 　弘明
第10 位 上筒井 熊本 　主計

これからもこれからも
お元気でご活躍ください！お元気でご活躍ください！

　6 月 22 日の市シニア連グラウンド・
ゴルフ大会では、福岡県知事表彰の伝達
式が行われ、対象者には賞状や副賞が贈
られました。

第 22 回福岡県ねんりんスポーツ文化祭第 22 回福岡県ねんりんスポーツ文化祭
〜福岡県知事表彰伝達式〜〜福岡県知事表彰伝達式〜

松尾正勝さん（95）
（山　田）（山　田）

神谷鈴子さん（94）
（上筒井）（上筒井）

◆最高齢者賞◆

入
賞
者
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



シニア大野城シニア大野城令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日 第158号（4）第 158号（4）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

7
月
22
日
（
金
）、
大
野
城
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
第
41
回
囲

碁
・
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
上
で
対
局
を
行
い
、
参
加

者
30
名
は
相
手
の
一
手
先
を
読
み

な
が
ら
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

第第
4141
回
囲
碁
・
将
棋
大
会

回
囲
碁
・
将
棋
大
会

一
手
先
を
読
む
攻
防
戦

《囲碁 段位の部》
順　位 クラブ名 氏　名
優　勝 つつじ会 岸川 　良三
準優勝 平野台 前田 　幸記
第 3 位 釜　蓋 吉浦 　昭彦

《囲碁 級位の部》
順　位 クラブ名 氏　名
優　勝 井の口 益田 　　昭
準優勝 若　草 今泉 　松平
第 3 位 若　草 武吉 　邦雄

《将棋の部》
順　位 クラブ名 氏　名
優　勝 瓦　田 山浦 　良登
準優勝 つつじ会 上野 　新生
第 3 位 瓦　田 松本 　良美

囲碁の部

　

ま
た
同
日
に
は
、
福
岡
県
知
事

表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
各
部

の
優
勝
者
3
名
と
、

最
高
齢
者
賞
と
し

囲
碁
の
部
で
時
藤

駿
二
さ
ん
（
93
）、

将
棋
の
部
で
山
浦

良
登
さ
ん
（
85
）

が
受
賞
。
賞
状
や

副
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
4
ペ
ー
ジ
下
に
関

連
記
事
）

令
和
4
年
度 

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

活

動

紹

介

静寂の中の熱戦静寂の中の熱戦

気になる勝負の行方気になる勝負の行方

将棋の部

第 22 回福岡県ねんりんスポーツ文化祭　第 22 回福岡県ねんりんスポーツ文化祭　〜福岡県知事表彰伝達式〜〜福岡県知事表彰伝達式〜

《最高齢者賞》
種　別 クラブ名 氏　名 年齢

囲碁の部 若草シニアクラブ 時藤　 駿二 93
将棋の部 瓦田シニアクラブ 山浦 　良登 85

敬称略 敬称略《優　勝》
種　別 クラブ名 氏　名

囲碁段位の部 シニアクラブつつじ会 岸川 　良三
囲碁級位の部 井の口シニアクラブ 益田 　　昭

将棋の部 瓦田シニアクラブ 山浦 　良登



シニア大野城シニア大野城（5）第 158号（5）第 158号 令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

自宅で毎日「フレイル予防」自宅で毎日「フレイル予防」

コロナに負けない健康づくりコロナに負けない健康づくり

体を動かして、心身ともに、
健康を保ちましょう。

今できる交流、
つながりを考えましょう。

◆室内の体操に加えて、人の
　少ない時間帯を選んで、
　散歩やウォーキングを
　楽しもう。

◆外出が難しい時は、電話で友人や
　家族と話そう。

◆継続のために目標を持とう。
◆仲間と励まし合って続けよう。

◆感染予防を行い、無理のない範囲で
　クラブや趣味、地域活動に参加しよう。

◆身近な情報に関心を持とう。
　 新聞や回覧板、広報などからの情報は、
　 会話や外出のきっかけになります。

運  動
毎日、適度な運動を心がける

社会参加
地域の人や仲間とのつながりを保つ

食事は元気の源、3 食しっかりとりましょう。口の健康も大切に。
◆肉・魚・卵・大豆製品など
　たんぱく質をバランスよく
　とろう。

◆食後の歯磨き、定期的な歯科検診。
　 ※歯と口の健康維持。入れ歯や義歯の場合も同じです。

◆体重の変化に気をつけよう。

栄  養
しっかり噛んで、しっかり食べる

予防の柱は「運動」「栄養」「社会参加」

　コロナ禍で大切なことは「感染防止」と「健康維持」の両立です。特に
高齢者は、外出を控えて仲間と会う機会が減ることにより、体力だけでな
く気力も低下して「フレイル（虚弱）」になることが心配されています。
　「フレイル」は早期に気づいて予防することで、健康な状態に戻ることが
できます。クラブ内で目標を掲げて、ー人ひとりが毎日の暮らしの中でフ
レイル予防に取り組みましょう。



シニア大野城シニア大野城令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日 第158号（6）第 158号（6）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
場
所
に

は
、
地
名
、
つ
ま
り
土
地
に
は
固

有
の
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
が
住
所
に
も
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
大
野
城

市
内
の
地
名
の
由
来
を
探
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
名
の
由
来
、
つ

ま
り
地
名
の
意
味
は
実
は
ほ
と
ん

ど
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
文
献
記

録
に
そ
の
由
来
が
残
さ
れ
て
い
て
、

さ
ら
に
現
在
の
地
形
を
も
合
致
し

て
い
れ
ば
、
信
憑
性
は
高
い
の
で

す
が
、
ま
ず
そ
の
よ
う
な
文
献
記

録
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
地
名

の
由
来
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
地
名
は
漢
字
で
書
か

れ
ま
す
。
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
文
字
を
使
わ
な
か
っ
た

時
代
か
ら
、
地
名
は
つ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
古
い
地
名
は
、
本
来
、

音
（
お
ん
）
だ
け
で
文
字
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
地
形
な

ど
の
自
然
の
名
前
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
漢
字
が
あ

て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
漢
字
の
多

様
な
読
み
方
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
漢
字
は
い
ろ
ん
な
読

み
方
が
で
き
る
の
で
、
発
音
も
変

化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
ま

す
ま
す
本
来
の
地
名
の
意
味
は
分

か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
例
え
ば

瓦
田
の
地
名
は
「
瓦
を
焼
い
て
い

た
か
ら
つ
い
た
地
名
で
す
か
」
と

聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

分
か
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
来

は
牛
頸
川
の
下
流
域
の
低
地
を
意

味
す
る
河
原
田
の
「
か
わ
ら
た
」

の
音
が
瓦
田
と
い
う
漢
字
が
用
い

ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
地

名
の
多
く
は
山
や
川
、
北
や
南
と

い
っ
た
地
形
や
方
位
な
ど
の
そ
の

土
地
の
自
然
環
境
の
特
徴
か
ら
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
初
め
て
土
地
に
名
前
を

つ
け
た
と
き
に
は
、
狭
い
土
地
ご

と
に
名
前
を
つ
け
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
古
い
時
代
の
地
名
は
大
字

と
そ
の
中
に
多
く
の
小
字
が
あ
り

ま
し
た
。
大
野
城
市
に
は
か
つ
て

11
の
大
字
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
を
挙
げ
ま
す
と
、
大
字
乙
金

　7 月 12 日（火）、大野城市総合福祉会館にて大野城
市シニアクラブ連合会主催の特別講演会を行いました。
　今回は、大野城ふるさと館の赤司義善彦館長より

「大野城の歴史と地名について」に講演をいただき、
地名の由来など興味深いお話をたくさん聴くことが
できました。お忙しい中、赤司様より寄稿いただい
た内容をご紹介します。

知って納得「地名の由来」
大野城市の歴史と地名特別講演会 赤司館長の講演の様子赤司館長の講演の様子

解
明
！「
地
名
の
由
来
」

 

〜
基
礎
知
識
編

（講 師）（講 師）
赤司　善彦赤司　善彦

大野城心のふるさと館長大野城心のふるさと館長



シニア大野城シニア大野城（7）第 158号（7）第 158号 令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

に
は
40
ほ
ど
の
小
字
が
あ
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
多
く
は

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
自
然

の
地
形
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
丘

陵
を
示
す
雉
ケ
尾
・
沖
坂
・
山
目
・

猪
ノ
坂
・
此
岡
・
上
ノ
山
・
杉
山
・

竹
ノ
尾
・
王
城
山
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
田
畑
に
は
瓦
ヶ
田
・
後
田
・

前
田
・
善
一
田
・
オ
ベ
田
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
低
地
に
は
松
ヶ
浦
・

島
回
・
川
久
保
・
牟
田
ノ
内
・
通

り
谷
・
ハ
サ
コ
・
深
町
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
１
９
５
６
年
以
降
、
大

野
城
市
曙
町
3
丁
目
8
番
3
号
と

い
う
よ
う
に
、
小
字
で
は
な
く
順

次
町
名
を
設
置
し
て
住
居
表
示
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
元

の
地
名
と
は
違
う
名
前
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
採
用
さ
れ

ず
に
消
滅
し
た
地
名
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
名
は

変
化
し
て
い
る
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
講
演
会
等
が
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
久
し

ぶ
り
に
楽
し
く
拝
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

大
野
城
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
に
し

て
は
市
の
歴
史
に
つ
い
て
は
漠
然
と

し
て
い
た
た
め
、大
野
城
市
の
誕
生
、

大
野
城
市
内
の
地
名
の
由
来
等
の
説

明
が
詳
し
く
あ
り
、
時
間
が
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
い
頃
「
歴
史
を
学
ぶ
会 

大
和
朝
廷
に
つ
い
て
」
と
い
う
サ
ー

ク
ル
に
入
っ
て
学
ん
だ
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
笠
（
十
六
番
ソ
ラ
リ

ア
山
笠
）
に
御
笠
の
森
に
つ
い
て
の

展
示
が
さ
れ
て
あ
る
と
聞
き
、
山
笠

を
見
た
い
と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
、

暑
い
な
か
早
速
そ
の
足
で
お
友
逹
と

見
に
行
き
、
心
ウ
キ
ウ
キ
し
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ

っ
た
役
員
の
方
々
に
感
謝
と
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

参加者の声

下
筒
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

 

日
永
田　

圭
子

歴
史
の
面
白
さ
実
感

郷
か
ら
城
へ

 

〜
「
大
野
城
」
の
誕
生

　

と
こ
ろ
で
今
年
は
大
野
城
市
制

50
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

大
野
城
市
の
地
名
は
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古
代

に
は
こ
の
地
域
は
大
野
郷
（
郷
と

は
村
の
こ
と
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
奈
良
時
代
に
小

さ
な
集
落
を
ま
と
め
て
郷
が
つ
く

ら
れ
た
時
に
、
新
し
く
つ
け
ら
れ

た
郷
の
名
称
と
思
い
ま
す
。
大
野

と
は
広
い
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い

る
場
所
の
こ
と
で
す
。
現
在
の
御

笠
川
流
域
に
広
が
っ
て
い
た
農
村

景
観
か
ら
つ
け
ら
れ
た
地
名
だ
と

思
い
ま
す
。

　

明
治
22
年
に
市
制
・
町
村
制
が

な
さ
れ
た
時
に
、
大
野
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
戦
後
の
昭
和

25
年
に
は
大
野
町
へ
と
町
制
に
移

行
し
ま
し
た
。
大
野
と
い
う
地
名

は
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）

に
は
市
制
を
施
行
す
る
時
に
も
、

踏
襲
し
て
大
野
市
の
市
名
と
す
る

予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に

福
井
県
に
大
野
市
と
い
う
同
名
の

市
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
名
が

一
般
公
募
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
最
古
の
山
城
で
あ
る
特

別
史
跡
大
野
城
跡
の
所
在
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
野
の
地
名
に
近

い
「
大
野
城
市
」
が
選
ば
れ
た
の

で
す
。

　

ち
な
み
に
史
跡
大
野
城
の
名
称

も
古
代
に
は
「
大
城
」
と
記
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
今
回
は
雑
餉

隈
や
牛
頸
な
ど
の
難
解
な
地
名
に

つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
お
住
ま
い
の
地
域

の
地
名
を
推
理
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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い
わ
ば
、
す
べ
り
込
み
セ
ー
フ
？

で
、
同
時
に
春
日
市
、
筑
紫
野
市
も

発
足
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
春
日
市
民
で
し
た
が
、
２

年
後
に
縁
あ
っ
て
大
野
城
市
平
野

台
の
住
民
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
関

係
で
、
市
の
広
報
課
か
ら
今
回
の

セ
レ
モ
ニ
ー
に
も
参
加
で
き
る
か

ど
う
か
の
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

「
ハ
イ
」
と
、
返
事
を
し
て
参
加
し

ま
し
た
の
で
、
10
年
前
と
10
年
後

の
郵
便
事
情
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
制
40
周
年
記
念
事
業
の
最
終

版
と
し
て
「
未
来
配
達
便
」
の
企
画

を
手
渡
さ
れ
た
時
の
「
第
一
声
」
と

い
い
ま
す
か
、
私
の
心
の
中
で
の
反

応
は
「
10
年
後
、
ま
だ
こ
の
世
に
い

る
の
だ
ろ
う
か
？
」
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
「
な
ん
と
か
間
に
合
う
と
や

な
か
ろ
か
ね
」
と
や
や
頼
り
な
い
と

い
う
か
不
安
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　
「
明
日
の
生い
の
ち命
も
10
年
先
の
行
動

も
安
否
も
分
か
ら
ん
と
に
、
で
も
ま

あ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
思
い
、

引
き
受
け
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
心
境
を
伝
え
な
が
ら
、

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

や
地
元
平
野
台
の
仲
間
、
先
輩
の

方
々
に
「
先
の
こ
と
は
お
互
い
さ
ま

…
」
と
、
報
告
し
た
と
思
い
ま
す
。

市
制
五
十
周
年
と〝
未
来
配
達
便
〟

平
野
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

中
山　

貢

　

旧
筑
紫
郡
大
野
町
か
ら
、
当
時
の
人
口
3
万
人
強
で
し
た
が
「
3
万
市
制
特
例
法
」

に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市
昇
格
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
人
口
要
件
5
万
人
を
緩
和

し
て
「
3
万
人
」
と
し
た
も
の
で
、
当
時
全
国
に
3
万
人
以
下
の
市
が
44
市
も
あ
り
、

さ
ら
に
4
万
人
以
下
の
市
は
１
８
０
市
に
お
よ
び
、
市
昇
格
の
基
準
で
あ
る
5
万
人

の
人
口
要
件
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
3
万
人
以
上
の
人
口
を
も
つ
町
は
65
町
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
町
は
近
年
の
わ
が
国
の
め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て
い
ず
れ
も
今

後
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
急
激
な
行
政
需
要
の
要
求
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、
よ
り
高
度
の
行
政
能
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

�

（
広
報
「
大
野
城　

特
集
号
」
よ
り
）

大
野
城
市
が
誕
生
し
50
年

未
来
の
自
分
へ
送
る

　

令
和
４
年
４
月
１
日
、
大
野
城

市
市
制
50
周
年
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
の
開
催
に
あ
た
り
、
10
年
前

の
40
周
年
記
念
式
典
で
、
企
画
発

表
さ
れ
た
「
未
来
配
達
便
」
の
封

入
式
に
、
大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
代
表
者
の
一
人
と
し

　

さ
て
実
行
!
ど
こ
の
誰
に
「
未

来
配
達
便
」
を
発
信
し
た
ら
良
い
も

の
や
ら
。
自
分
宛
や
子
、
孫
、
友
人
、

知
人
…
超
高
齢
の
方
々
は
？
等
、
結

構
考
え
込
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

　

な
に
し
ろ
自
分
宛
の
手
紙
と
い

う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
旅
先
の
思

い
出
と
し
て
、
絵
ハ
ガ
キ
程
度
の
も

の
し
か
出
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

便
箋
で
10
年
後
の
自
分
宛
と
い
う

本
格
的
な
便
り
は
生
ま
れ
て
初
め

て
で
し
た
。「
と
に
か
く
な
ん
で
ん

か
ん
で
ん
よ
か
た
い
、
あ
あ
そ
う
だ

っ
た
な
あ
と
か
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
な
あ
、
と
10
年
前
の
こ
と
が
思

い
出
せ
れ
ば
よ
か
ば
い
」
と
考
え
な

が
ら
出
し
た
封
書
と
ハ
ガ
キ
が
、
10

年
後
の
４
月
４
日
に
平
野
台
の
わ

が
家
の
ポ
ス
ト
に
届
き
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
便
箋
に
縦

40
字
横
18
列
の
計
５
枚
に
び
っ
し
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り
と
自
分
の
こ
と
を
中
心
に
、
当
日

の
様
子
や
そ
れ
ぞ
れ
に
発
信
し
た

人
々
の
安
否
を
心
配
し
て
い
る
内

容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
な
に
し

ろ
10
年
先
と
い
う
の
が
、
長
い
の
か

短
い
の
か
疑
問
で
す
。

　

結
果
、
発
信
し
た
38
通
が
受
け
取

っ
た
人
か
ら
の
便
り
で
分
か
り
ま

し
た
。
受
取
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
内
容
で
出
し
た
の
で
す
が
、

一
番
最
初
の
反
応
は
「
こ
り
ゃ
な

ん
ね
？
変
な
ハ
ガ
キ
の
来
た
ば
い
」

「
50
円
切
手
の
不
足
分
13
円
は
、
10

円
２
円
１
円
の
３
枚
の
切
手
が
貼

ら
れ
て
、
料
金
不
足
と
は
な
っ
て
な

く
て
、
文
面
の
ジ
ャ
マ
に
も
な
ら
ん

ご
と
し
て
あ
る
ば
い
」
と
、
市
の
広

報
課
の
配
慮
な
の
か
、
10
年
前
な
ら

50
円
で
大
丈
夫
だ
っ
た
と
局
側
の

配
慮
な
の
か
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
、
こ
の
企
画
は
受
取
人
が

ご
健
在
で
な
け
れ
ば
た
だ
の
紙
切

れ
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
先
日
の
50
周
年
セ
レ
モ
ニ

ー
は
、
こ
の
先
１
年
間
に
わ
た
り
催

さ
れ
る
各
種
記
念
行
事
を
前
に
し

て
、
井
本
市
長
や
花
田
実
行
委
員
長

は
じ
め
関
係
者
各
位
が
、
全
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
市
役
所
中
央
広
場
（
仮

称
）
に
コ
ロ
ナ
禍
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
筑
紫

中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
や
同
書

道
部
の
生
徒
の
協
力
を
交
え
な
が

ら
、
新
車
に
な
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
未
来
配
達
便
」
の
出
発

式
が
行
わ
れ
、
10
年
の
時
を
経
て
皆

様
の
お
手
元
へ
と
約
５
０
０
０
通

の
封
書
や
ハ
ガ
キ
が
郵
便
局
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

去
年
の
10
月
ま
で
は
、
市
内
や
近

県
に
は
翌
日
に
届
い
て
い
た
も
の

が
、
働
き
方
改
革
で
、
４
月
１
日
に

出
し
た
も
の
が
早
く
て
４
日
以
降

と
大
幅
に
遅
く
な
り
ま
し
た
。
郵
便

派
を
自
認
す
る
私
に
と
っ
て
は
大

い
に
不
満
で
す
が
、
時
の
流
れ
と
だ

け
で
受
け
止
め
て
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
電
子
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
脳

の
活
性
化
や
認
知
症
予
防
や
停
滞

の
た
め
に
も
、
ス
マ
ホ
よ
り
ハ
ガ
キ

を
と
提
唱
し
た
か
ど
う
か
で
す
。

10
年
後
も
ま
た
こ
の
場
所
で

　

話
は
前
後
し
ま
す
が
、
こ
の
席

に
招
か
れ
た
の
は
10
名
で
し
た
が
、

参
加
は
５
名
（
ご
健
在
で
す
が
所

用
で
欠
席
）
で
現
シ
ニ
ア
連
副
会

長
の
鬼
塚
さ
ん
と
元
女
姓
部
の
鹿

児
島
さ
ん
も
元
気
な
姿
と
声
、
さ

ら
に
若
い
男
女
各
１
名
、
そ
の
内

の
青
年
は
現
在
20
歳
。
当
時
は
小

学
生
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
未

来
に
対
す
る
志
向
も
大
き
く
異
な

る
感
覚
で
の
参
加
だ
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

当
時
の
封
入
式
後
に
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の
時
に

「
10
年
後
も
こ
の
席
と
同
じ
座
り
方

で
同
じ
顔
ぶ
れ
で
参
加
し
ま
し
ょ

う
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
実
現
さ

れ
る
気
配
が
な
か
っ
た
の
は
誠
に

残
念
で
し
た
が
、
10
年
前
の
市
の

職
員
や
参
加
者
の
異
動
も
あ
っ
て
、

時
の
流
れ
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

38
通
の
発
信
で
、
受
信
報
告
は

16
通
と
半
数
の
も
満
た
な
い
の
は

「
報
告
不
要
」の
内
容
だ
っ
た
の
か
、

は
た
ま
た
入
所
や
入
院
、鬼
籍
等
々

は
想
像
で
き
ま
す
が
、
反
応
の
あ

っ
た
人
々
と
は
こ
れ
を
機
に
ま
た

新
し
い
話
題
や
交
流
も
生
ま
れ
て
、

10
年
は
短
い
の
か
、
長
い
の
か
？

市制 50 周年記念行事市制 50 周年記念行事
10 年の時をつなぐ「未来配達便」10 年の時をつなぐ「未来配達便」
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95
歳
も
参
加
！

 
宴
は
大
盛
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
多
少
落
ち
着
い
た
こ
と
か

ら
、
６
月
13
日
（
月
）、
小
雨
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
待
ち
に
待
っ
た
春
の
ふ
れ
あ

い
旅
行
（
研
修
旅
行
）
を
コ
ロ

ナ
対
策
を
徹
底
の
上
、
実
施
し

ま
し
た
。

　

近
場
の
日
帰
り
な
ら
参
加
し

た
い
と
い
う
会
員
の
熱
い
要
望

も
あ
り
、
49
名
で
大
型
観
光
バ

ス
を
貸
切
り
、
大
分
県
日
田
市

へ
出
発
。
太
宰
府
イ
ン
タ
ー
か

ら
高
速
道
路
を
利
用
し
、
途
中

P
A
で
ト
イ
レ
休
憩
を
し
、
２

時
間
余
り
で
「
九
州
の
小
京
都
」

と
い
わ
れ
る
日
田
市
豆
田
町
に

着
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
気
予
報
よ
り

早
く
雨
が
本
降
り
と
な
り
、
酒

蔵
工
場
の
見
学
と
試
飲
だ
け
に

予
定
を
変
更
し
、
天
領
豆
田
町

の
自
由
散
策
は
急
き
ょ
中
止
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
昼
食
・

宴
会
会
場
で
あ
る
「
日
田
天
領

水
の
宿
」
に
は
、
予
定
時
間
よ

り
早
く
到
着
し
ま
し
た
。

山田シニアクラブ　会長　河波　宏道

待ちに待った研修旅行

　

宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
今
年

米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
す
重
松
健

一
さ
ん
が
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
お
互
い

健
康
に
留
意
し
元
気
で
生
き
て

い
こ
う
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
、

万
歳
三
唱
で
宴
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

会
計
を
済
ま
せ
、
15
時
前
に
は

ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
近
く
の
「
元

気
の
駅
」
で
お
み
や
げ
を
買
う

た
め
自
由
時
間
を
と
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
買
い
物
も

じ
っ
く
り
と
楽
し
み
、
バ
ス
の

棚
は
お
み
や
げ
と
手
荷
物
で
ほ

ぼ
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
秋

の
ふ
れ
あ
い
旅
行
に
つ
い
て
の

会
話
で
大
盛
り
上
が
り
。「
海
辺

の
絶
景
地
に
宿
泊
し
た
い
」「
も

っ
と
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
日
帰
り
で
、
海
辺
の
高
級

旅
館
で
新
鮮
な
魚
料
理
に
し
た

ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
要
望
も

あ
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
ト
イ
レ
休
憩
を
し
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
点
の
山
田

に
全
員
無
事
に
到
着
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。幹
事
の
皆
さ
ん
、

い
ろ
い
ろ
と
準
備
や
お
世
話
等

を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
も
無
事
に
開

催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

大
広
間
で
記
念
写
真
の
撮
影

を
し
た
後
、
別
会
場
に
移
動
。

は
じ
め
に
、
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
最
高
齢
者
で
あ
る
松

尾
正
勝
さ
ん
（
95
）
の
乾
杯
の

発
声
で
昼
食
・
宴
会
を
始
め
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
仲
間
と
の

再
会
を
喜
び
合
い
、
豪
華
な
特

別
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
交
流
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
炭
坑

節
の
総
踊
り
で
大

盛
況
の
宴
会
と
な

り
ま
し
た
。

日常生活で脳トレ！「思い出す習慣」

日頃から思い出すことで
脳を鍛えましょう！

■ 出かけたら、出会った人を思い出す

　「あの曲がり角で犬の散歩をして
いる人を見かけた」など、どんな
人を見たのかを思い出しましょう。

■ TV 番組を見たらどんな内容だったか冒頭から

　出題形式の番組ならどんな問題が出たか、
答えは何だったか。ドラマだったらあらすじ
などを思い出しましょう。

■ 物の名前を瞬時に思い出す

　分かっているはずの物でも、一瞬「あれ？」
と思うことも多いはず。
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令
和
４
年
６
月
13
日
（
月
）、

３
年
ぶ
り
の
ふ
れ
あ
い
日
帰
り

旅
行
に
参
加
し
た
。
総
勢
49
名
、

朝
９
時
出
発
、
目
的
地
は
日
田

天
領
水
の
宿
（
元
か
ん
ぽ
の
宿
）

で
あ
る
。

　

太
宰
府
イ
ン
タ
ー
よ
り
小
雨

の
降
る
中
、
山
田
S
A
に
て
ト

イ
レ
休
憩
、
日
田
I
C
よ
り
日

田
豆
田
町
に
あ
る
薫
長
酒
蔵
資

料
館
へ
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
豆

田
町
を
散
策
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
雨
の
た
め
自
由
行
動
が
ほ

と
ん
ど
館
内
の
酒
蔵
見
学
と
な

っ
た
。

　

時
間
調
整
後
、
天
領
水
の
宿

へ
。
着
い
て
ま
も
な
く
宴
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

私
が
95
歳
の
長
老
で
あ
る
た

め
、
乾
杯
の
音
頭
の
指
名
を
受

け
た
。
３
年
ぶ
り
の
開
放
感
で
、

宴
会
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
カ
ラ
オ
ケ
や
対
話
を

楽
し
み
、
時
は
流
れ
て
い
っ
た
。

　

私
の
目
的
は
３
年
ぶ
り
の
温

泉
に
浸
か
る
こ
と
だ
っ
た
。
会

長
の
了
解
を
得
て
、
一
人
温
泉

へ
。
湯
舟
に
は
、
誰
一
人
と
い

な
い
、
我
一
人
だ
っ
た
。

　

ゆ
っ
く
り
と
湯
舟
に
浸
か
っ

て
い
る
と
、
カ
タ
コ
ト
と
音
が

す
る
。
よ
く
見
て
み
る
と
洗
い

場
が
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
洗
い
場
は
浴
槽
か
ら
見
え

な
い
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
い

い
ア
イ
デ
ア
だ
と
痛
感
し
た
次

第
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
若
き

日
の
追
憶
が
、
走
馬
燈
の
よ
う

に
流
れ
行
く
。

　

私
は
青
少
年
の
頃
、
日
田
三

隈
川
下
流
の
筑
後
川
の
源
流
筑

後
大
石
（
現
う
き
は
市
）
で
育

っ
た
。
J
R
の
久
大
本
線
で

説
明
す
る
と
日
田
、
光て
る
お
か岡
、
夜

明
、
筑
後
大
石
あ
た
り
で
あ
る
。

近
い
の
で
、
日
田
に
は
た
び
た

び
遊
び
に
行
っ
た
思
い
出
が
あ

る
。
日
田
盆
地
と
い
っ
て
四
方

が
山
で
湿
度
が
高
く
、
日
本
一

暑
い
と
こ
ろ
、
水
郷
の
町
と
聞

い
て
い
た
。
今
は
気
候
変
動
で

猛
暑
地
は
関
東
へ
と
移
っ
た
よ

う
だ
。
追
憶
は
さ
ら
に
中
国
大

陸
、
コ
ロ
ナ
発
祥
の
地
と
い
わ

れ
る
武
漢
市
へ
と
向
か
う
。

　

私
は
筑
後
大
石
在
住
の
時
、

浮
羽
工
業
学
校
建
築
科
へ
通
学

し
て
い
た
。
当
時
は
、
大
東
亜

戦
争
と
い
っ
て
い
た
時
代
だ
。

戦
局
は
ひ
っ
迫
し
て
い
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

学
校
は
、
昭
和
18
年
12
月
に

く
り
上
げ
卒
業
。
そ
し
て
、
技

術
者
と
し
て
軍
属
に
志
願
し

た
。
昭
和
19
年
２
月
に
は
、
支

那
派
遣
軍
総
司
令
部
工
務
科
勤

務
と
な
り
、
中
国
南
京
へ
渡
っ

た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
漢
口（
現

武
漢
市
）
へ
派
遣
と
な
っ
た
。

　

南
京
よ
り
揚
子

江
（
現
長
江
）
を

さ
か
の
ぼ
る
こ
と

小
舟
で
約
２
日
間

く
ら
い
か
か
っ
た

と
思
う
。
こ
こ
で

私
の
記
憶
に
残
る

当
時
の
武
漢
市
を

説
明
し
て
お
こ

う
。

ふ
れ
あ
い
旅
行
余
録

山
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

松
尾　

正
勝

　

上
流
へ
向
か
っ
て
右
岸
が
漢

口
、
左
岸
が
武
昌
、
こ
こ
で
河

の
左
が
本
流
、
右
が
支
流
、
中

央
の
陸
地
が
咸か
ん
よ
う陽
で
武
漢
三
鎮

と
い
っ
た
。
こ
れ
が
今
の
武
漢

市
だ
と
思
う
。
漢
口
よ
り
対
岸

の
武
昌
を
見
る
と
、
人
影
は
全

く
見
え
な
い
。
家
屋
が
か
す
か

に
見
え
る
く
ら
い
の
広
大
な
川

幅
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
水
郷

日
田
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
大
河

だ
。
そ
し
て
、
漢
口
の
夏
の
暑

さ
が
こ
れ
ま
た
中
国
一
暑
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

夏
に
日
本
の
父
へ
手
紙
を
出

し
た
時
の
時
候
あ
い
さ
つ
に
落

雀
の
候
と
書
い
た
。
落
雀
と
は

雀
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
だ
。

理
由
は
、
屋
根
の
軒
先
に
作
っ

た
雀
の
巣
か
ら
灼
熱
の
太
陽
に

照
ら
さ
れ
た
日
の
暑
さ
に
小
雀

が
耐
え
切
れ
ず
軒
先
よ
り
落
下

す
る
こ
と
だ
。
私
も
何
度
と
な

く
雀
の
死
骸
を
見
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
く
ら
い
酷
暑
の
漢
口

だ
っ
た
。
ま
た
、
湿
疹
で
悩
ん

だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
私
の
青

春
だ
っ
た
。
湯
舟
に
浸
り
な
が

ら
過
ぎ
去
っ
た
わ
が
青
春
を
蘇

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
楽
し
い

余
録
の
旅
だ
っ
た
。
旅
っ
て
い

い
な
。

17 歳の夏（昭和 19 年）17 歳の夏（昭和 19 年）
漢口で撮った唯一の宝漢口で撮った唯一の宝
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私
は
、
昭
和
29
年
に
西
南
大
学
に

入
学
し
た
。
学
業
と
は
別
に
学
生
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
と
思
い
、

ボ
ー
ト
部
に
入
部
の
申
込
み
を
し
た

が
、
入
部
で
き
な
か
っ
た
。
原
因
は

体
重
不
足
で
あ
る
（
58
㌔
だ
っ
た
）。

　

そ
こ
で
前
に
航
空
部
が
あ
っ
た
の

で
入
部
申
込
み
を
し
た
。「
命
に
か
か

わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
切
、
不

服
を
申
立
て
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
も

の
す
ご
い
誓
約
書
を
提
出
す
る
よ
う

言
わ
れ
た
。
私
は
一
人
息
子
で
あ
る

の
で
心
配
し
た
が
、
親
に
だ
ま
っ
て

提
出
し
た
。　

　

１
年
生
時
に
は
、
ゴ
ム
ロ
ー
プ
で

引
き
上
げ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
に
乗
っ

た
。（
高
さ
５
㍍
ほ
ど
）。
１
回
目
は

目
の
前
が
ま
っ
白
で
何
も
見
え
ず
50

回
ほ
ど
で
終
了
。（
全
九
州
で
お
よ
そ

１
０
０
名
）

　

２
年
生
時
に
は
、
ウ
イ
ン
チ
カ
ー

で
２
５
０
㍍
ほ
ど
ま
で
上
が
る
セ
コ

ン
ダ
リ
ー
に
乗
っ
た
。
60
回
ほ
ど
で

終
了
。（
全
九
州
で
80
名
ほ
ど
）

　

国
立
大
３
年
生
が
飛
行
速
度
不
足

で
事
故
死
。
一
人
息
子
で
あ
っ
た
の

で
、
他
人
ご
と
で
は
な
い
。

　

３
年
生
時
は
、
工
学
部
関
連
の
学

生
は
専
門
コ
ー
ス
に
進
む
の
で
、
部

員
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
ソ
ワ
ラ
ー

に
進
ん
だ
の
は
10
名
ほ
ど
。
学
生
の

憧
れ
の
ソ
ワ
ラ
ー
に
試
乗
を
１
回
し

た
が
別
世
界
の
よ
う
だ
っ
た
。

◆
直
線
滑
空
の
難
し
さ

　

右
に
行
っ
た
り
、
左
に
行
っ
た
り

ま
る
で
酔
っ
払
い
の
よ
う
だ
。

◆
旋
回
の
難
し
さ

　

旋
回
し
は
じ
め
る
と
止
ま
ら
な
い
。

止
め
る
に
は
「
あ
て
舵
」
と
い
っ
て

逆
の
舵
を
使
う
。
小
さ
い
と
止
ま
ら

な
い
。
大
き
す
ぎ
る
と
逆
旋
回
し
始

め
る
。（
自
動
車
と
の
違
い
）
直
線
滑

空
、
旋
回
が
確
実
に
で
き
な
い
と
ソ

ワ
ラ
ー
に
は
乗
れ
な
い
。

　

12
月
ま
で
厳
し
い
訓
練
が
続
き
、

単
独
飛
行
は
５
名
に
し
ぼ
ら
れ
た
。

　

全
員
単
独
飛
行
が
で
き
る
か
チ
ェ

ッ
ク
。
１
回
目
（
髙
宮
の
経
験
）

　

緊
張
の
連
続
。
早
朝
に
出
発
し
、

直
後
、
便
意
を
も
よ
お
し
、
方
向
舵

を
両
足
で
し
っ
か
り
踏
む
の
で
方
向

舵
が
動
か
な
く
な
っ
た
。
教
官
か
ら

「
足
の
力
を
抜
い
て
方
向
舵
を
活
発
に

柔
ら
か
く
使
え
」
と
指
示
が
あ
る
。

足
の
力
を
弱
め
れ
ば
便
が
も
れ
る
。

必
死
で
こ
ら
え
た
。
万
事
休
す
。
必

死
で
こ
ら
え
て
い
る
と
天
の
助
け
か
、

便
意
が
弱
く
な
っ
た
。
方
向
舵
を
積

極
的
に
使
い
始
め
る
と
「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
」
と
教
官
も
ほ
め
て
く
れ
た
。

こ
ち
ら
は
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
。

「
反
省
事
項
：
排
便
後
、
乗
る
べ
し
」

５
名
２
回
の
飛
行
無
事
終
了

飛
行
機
曳
行
班
３
名
選
出

　

３
名
で
飛
行
機
曳
行
実
施
し
た
。

結
果
、
飛
行
機
班
（
福
岡
大
１
名
、

西
南
大
１
名
、
髙
宮
は
ウ
イ
ン
チ
班

へ
。
残
り
２
名
は
、
熊
大
1
名
、
九

大
1
名
）

 栄町シニアクラブ　髙宮　啓一郎

グライダーとともに（現役の部）

《
第
1
段
階
》

飛
行
機
曳
行
の
開
始
（
教
官
同
乗
）

《
第
2
段
階
》

 

飛
行
機
曳
行
班
決
定

◆
飛
行
機
曳
行
の
特
徴
、
難
し
さ

　

ウ
イ
ン
チ
カ
ー
に
よ
る
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
引
き
上
げ
は
、
ウ
イ
ン
チ
カ
ー
が
固

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

こ
と
だ
け
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　

飛
行
機
曳
行
は
、
飛
ぶ
物
が
飛
ぶ

物
を
引
っ
ぱ
る
と
い
う
特
殊
な
飛
行

で
あ
る
。
上
下
左
右
に
動
く
飛
行
機

が
、
上
下
左
右
に
動
く
グ
ラ
イ
ダ
ー

を
引
っ
ぱ
る
と
い
う
非
常
に
難
し
い

行
動
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
難
し
い
こ

と
は
な
い
。

　

お
よ
そ
10
～
15
分
曳
行
後
、
離
脱

す
る
と
グ
ラ
イ
ダ
ー
マ
ン
は
汗
ビ
ッ

シ
ョ
リ
。
疲
労
困
ぱ
い
。
し
ば
ら
く

す
る
と
桃
源
郷
の
中
を
飛
行
し
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
で
30
分
ほ
ど
大
空

を
飛
行
で
き
る
。
学
生
と
し
て
は
最

高
の
楽
し
み
で
あ
る
。
後
席
の
教
官

も
静
か
で
あ
る
。

①�グライダーは飛行機の上 5ｍを
②�飛行機の右羽の右端の後部を追
従する。

※�ゆるんだ直後ピンと張って、飛
行機をつり上げることがある。
パイロットは大変。グライダー
も大変。

飛行機とグライダー間の
約束ごと
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ひ
ろ
ば

出発、上昇、高度、速度、旋回、直線滑空、コ
ース、スポイラー使用、着陸、指定地（40 ｍ
× 200m）、速度

　参加者の服装や、経歴（教官クラス）に圧倒
された。私はズック、トレパン姿で参加。教
官大喜び。「こういうことは２度とないだろう。
よくがんばった。ありがとう」
　着陸後、グライダーの横で休んでいると、朝
日新聞のカメラマンが「君が１位になったよ」
と教えてくれた。嬉しかった。服装もグライダ
ー経験も最低の私が１位になったのだ。教官も

「君の素直さが１位をもたらしたのだ」と大変
喜んでくださった。グライダーに乗りに行く
たびに涙を流して「グライダー乗りには行か
ないで」と懇願した母に何と言おうか。

と　き　昭和 32年 8月 20日
ところ　大阪府　八尾飛行場
参加者　全国大学の学生
　　　　九州から（滞空時間の部）
　　　　福岡大　１名《大会１位》
　　　　西南大　１名《大会2位》
　　　　　　　　（滑空状態の部）
　　　　西南大　１名（大会１位）
　　　　　　　　髙宮　啓一郎
　　　　九州大　１名
　　　　熊本大　１名

第 7 回全日本学生
グライダー選手権大会

◆評価対象

◆ OB の部

　平成６年退職後、小倉勤務５年間は飛行場見
学、グライダー操縦を楽しんだ。ウインチ利用、
上昇風で 500 ｍまで上昇。
　阿蘇滑空場でも 30 分ソワリングが楽しみ。
現役退役後から 70 歳まで約 50 回ソワラー操
縦。まさに、グライダーとともに。

大空を飛ぶグライダー大空を飛ぶグライダー
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随
筆
ひ
ろ
ば

随
筆
ひ
ろ
ば

　

南
ヶ
丘
一
区
に
53
年
住
ん
で
い

る
。

　

最
初
の
住
所
は
、
筑
紫
郡
大
野
町

だ
っ
た
が
、
３
年
後
の
昭
和
47
年
に

大
野
城
市
と
な
り
、
町
民
か
ら
市
民

に
な
っ
た
。
南
ヶ
丘
に
家
を
建
て
た

の
は
、
西
鉄
が
造
成
す
る
団
地
だ
か

ら
、
バ
ス
の
便
も
良
く
な
る
だ
ろ
う

し
、
西
鉄
大
牟
田
線
、
下
大
利
駅
、

Ｊ
Ｒ
の
水
城
駅
に
も
近
い
。
ま
た
、

高
速
道
路
の
建
設
も
計
画
が
あ
り
、

会
員
だ
っ
た
春
日
原
ゴ
ル
フ
場
に
も

近
い
と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
だ
っ

た
。

　

南
ヶ
丘
一
区
は
、
文
字
通
り
開
発

途
上
に
あ
り
、
雑
木
林
と
森
に
囲
ま

れ
た
丘
陵
地
帯
だ
っ
た
。
昭
和
44
年

に
引
っ
越
し
て
来
た
時
は
25
軒
く
ら

い
の
家
が
建
ち
、
住
民
は
１
０
０
名

ほ
ど
だ
っ
た
と
思
う
。
今
年
、
令
和

４
年
は
、
昭
和
で
い
う
と
昭
和
97
年

だ
が
、
南
ヶ
丘
一
区
は
２
月
末
現
在
、

２
２
９
３
世
帯
で
５
３
７
９
名
で
、

人
口
は
53
年
の
間
に
50
倍
以
上
に
な

っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

長
女
が
昭
和
44
年
６
月
に
生
ま

れ
、
南
ヶ
丘
で
最
初
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
し
ば
ら
く

話
題
に
な
っ
た
。
当
時
の
通
学
、
通

勤
の
時
間
帯
は
、
そ
れ
な
り
の
バ
ス

の
便
数
も
あ
っ
た
が
、
昼
の
１
時
か

ら
４
時
の
間
は
、
１
時
間
に
１
本
、

西
鉄
下
大
利
駅
と
、
南
ヶ
丘
１
丁
目

の
間
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
走
っ
て
い

た
。
待
ち
時
間
に
運
転
手
さ
ん
が
、

尺
八
を
吹
い
て
お
り
、
の
ん
び
り
と

し
た
時
が
流
れ
て
い
た
。

実
施
し
て
お
り
、
３
、４
年
は
続
い
た

が
、
そ
の
後
、
住
民
が
増
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

春
日
原
ゴ
ル
フ
場
は
11
年
前
、
親

会
社
の
島
崎
観
光
開
発
が
倒
産
し
、

イ
ン
コ
ー
ス
の
９
ホ
ー
ル
が
売
却
さ

れ
、
そ
の
後
、
大
型
商
業
施
設
、
衣

料
品
店
、
病
院
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立

ち
並
び
、
フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
と
い

う
広
大
な
町
に
変
わ
っ
た
。
10
年

ぶ
り
に
訪
ね
て
来
た
友
人
と
、
南
ヶ

丘
周
辺
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
が
、
春
日

原
ゴ
ル
フ
場
の
跡
地
の
変
わ
り
よ
う

に
、
目
を
丸
く
し
て
い
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
南
ヶ
丘
一
区
の

開
発
途
上
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い

出
す
場
所
や
出
来
事
が
あ
る
。
現
在

の
誠
愛
病
院
の
付
近
に
は
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
の
遊
技
場
が
あ
り
、
牧
の
う

ど
ん
の
近
く
に
、
ゴ
ル
フ
の
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ス
、
ハ
ロ
ー
デ
イ
の
近
く
に
、

厩
舎
が
あ
り
、
馬
が
３
頭
飼
わ
れ
て

い
た
。
休
日
に
は
子
ど
も
た
ち
が
馬

に
乗
せ
ら
れ
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
れ

ら
も
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
た
。

　

南
ヶ
丘
一
区
が
開
発
さ
れ
て
か
ら

２
～
３
年
は
、
下
大
利
か
ら
の
最
終

バ
ス
は
10
時
く
ら
い
だ
っ
た
。
会
社

が
土
居
町
に
あ
り
、
中
洲
で
飲
ん
だ

り
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
午
前
様
に
な
り
、

よ
く
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ
た
。
運
転
手

さ
ん
に
「
南
ヶ
丘
」
と
言
っ
て
も
通

じ
な
い
。
そ
の
た
め
「
５
号
線
沿
い

に
内
山
緑
地
と
い
う
広
い
緑
地
が
あ

り
、
そ
の
角
に
南
と
い
う
ラ
ブ
ホ
テ

ル
が
あ
る
。
そ
れ
を
目
印
に
」
と
説

明
す
る
が
寝
て
し
ま
い
「
お
客
さ
ん
、

着
き
ま
し
た
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、

ホ
テ
ル
の
入
口
だ
っ
た
こ
と
も
あ

る
。

　

南
ヶ
丘
と
青
葉
台
の
境
に
、
幅
50

㍎
、
長
さ
１
５
０
㍎
の
造
成
地
が
あ

っ
た
。
休
日
、
４
～
５
名
の
住
人
と

「
南
ヶ
丘
」
今
昔
物
語

南
ヶ
丘
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

堀
川　

正
明

完成した南ヶ丘第一期風景完成した南ヶ丘第一期風景

よ
み
が
え
る
思
い
出

　

そ
の
後
、
緑
ヶ
丘
、
旭
ヶ
丘
、
南

ヶ
丘
二
区
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
と
、
団
地

が
造
成
さ
れ
、
20
年
後
に
南
ヶ
丘
１

丁
目
の
バ
ス
停
の
裏
側
の
雑
木
林

は
、
紫
台
、
南
大
利
と
開
発
さ
れ
て

い
っ
た
。
牛
頸
地
区
も
、
平
野
台
、

月
の
浦
、
若
草
と
開
発
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
含
め
て
、
南
ヶ
丘
と
い
う
場
所

と
自
分
な
り
に
と
ら
え
て
い
た
。

　

南
ヶ
丘
二
区
に
、
大
野
南
小
が
、

昭
和
46
年
４
月
、
平
野
小
が
昭
和
52

年
４
月
、
平
野
中
が
昭
和
55
年
４
月

に
開
校
し
た
。
ま
た
、
大
野
南
小
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
区
と
二
区
の
年
中

行
事
と
し
て
盆
お
ど
り
や
運
動
会
も

着
々
と
開
発
さ
れ
る
町
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ひ
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ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
た
時
に
は
４
時

間
く
ら
い
行
っ
た
。
お
か
げ
で
シ
ョ

ー
ト
ア
イ
ア
ン
に
は
自
信
が
つ
い
た
。

年
２
回
練
習
仲
間
と
ゴ
ル
フ
に
行
っ

た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

大
野
城
市
は
、
市
制
50
年
を
迎
え
、

さ
ら
に
発
展
を
続
け
て
い
る
。
数
年

前
は
「
全
国
で
一
番
住
み
や
す
い
都

市
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
下

大
利
駅
も
新
装
さ
れ
、
大
型
マ
ン
シ

ョ
ン
や
ス
ー
パ
ー
も
で
き
、
ま
す
ま

す
便
利
に
な
っ
て
き
た
が
、
個
人
的

に
は
「
も
う
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
へ
ん

で
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
気

持
ち
も
あ
る
。
緑
は
残
し
て
欲
し
い
。

　

森
進
一
の
歌
に
「
昭
和
、
平
成
、

令
和
を
生
き
る
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
オ
ケ
部
で
よ

く
歌
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
　
ひ
と
つ
の
時
代
を
越
え
て

長
い
人
生
　
生
き
て
き
た
　
浮
世
の

風
に
さ
ま
よ
い
な
が
ら
　
昭
和
　
平

成
　
令
和
を
生
き
る
　
今
日
の
日
が

あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
　
笑
顔
で
行

こ
う

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
ふ
る
里
を
持
ち
、

ふ
る
里
を
想
う
気
持
ち
も
様
々
で
あ

る
。
縁
あ
っ
て
南
ヶ
丘
に
住
み
、
多

く
の
人
と
ふ
れ
あ
い
生
き
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
で
過
ご
し
て
い

く
こ
と
を
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

下
大
利

福
　
岡

【今昔豆知識】
　昭和 43 年頃、南ヶ丘は「福岡駅へ 23 分、久留米駅へ 30 分」で行け、
福岡市内に住むことと同じだとして、当時、通勤に人気のエリアでした。

当時の電車定期旅客運賃表

下大利から
福岡まで 久留米まで

1 カ月 3 カ月 6 カ月 1 カ月 3 カ月 6 カ月
通　学 770 円 2,200 円 4,160 円 920 円 2,630 円 4,970 円
通　勤 1,390 円 3,970 円 7,510 円 1,840 円 5,250 円 9,940 円

普通運賃 80 円 110 円

　高齢者を狙った還付金詐欺が急増し
ています。以下の手口を覚え、未然防
止に努めましょう。ニセ電話詐欺に注意 !!ニセ電話詐欺に注意 !!

役所の職員や、銀行のコールセンターを役所の職員や、銀行のコールセンターを
かたる者から、被害者宅の固定電話にかたる者から、被害者宅の固定電話に
電話があり「介護保険料の払戻金があ電話があり「介護保険料の払戻金があ
ります」「今すぐ ATM に行って手続きります」「今すぐ ATM に行って手続き
してください」「ATM に着いたら電話をしてください」「ATM に着いたら電話を
してください」などと言われ、ATM にしてください」などと言われ、ATM に
誘導された被害者が、さらに携帯電話誘導された被害者が、さらに携帯電話
で犯人から「で犯人から「お客様番号 499220 と押お客様番号 499220 と押
してくださいしてください」と言われ、指示される」と言われ、指示される
ままに ATM を操作した結果、現金 49ままに ATM を操作した結果、現金 49
万 9,220 円を指定口座に振り込み、だ万 9,220 円を指定口座に振り込み、だ
まし取られる被害が多発しています。まし取られる被害が多発しています。

還付金詐欺が急増 ◆ ATMを操作して、還付金が支払われることは絶
対ありません。

◆ ATMに行くように指示されたら、還付金詐欺の
電話です。

◆ニセ電話詐欺には「まっ太フォン」が効果的です。

犯人と話さない！「まっ太フォン」（迷惑電話防止機能付き電話機）で
ニセ電話詐欺をシャットアウト！

電話でお金はすべて詐欺！すぐに相談！110番

まっ太フォン
４大機能

通話相手に会話の内容
を録音することを

事前警告!

迷惑電話番号リストの
電話番号を自動で

着信拒否!
電話に出る前にアナウ
ンスで迷惑電話の

注意喚起!

いざという時のために
通話を開始すると

自動録音!

が効果的 !!「まっ太フォン」
ニセ電話詐欺の撃退には

ち
ょ
っ
と

 

待
っ
た
‼
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先
日
、
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
に
参

加
し
た
。目
的
は
日
田
・
九
重
方
面
で
、

高
塚
愛
宕
地
蔵
尊
と
梅
雨
期
の
代
表

的
な
ア
ジ
サ
イ
鑑
賞
の
地
で
あ
る
宝

八
幡
宮
へ
の
参
拝
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

感
染
に
関
す
る
規
制
は
一
応
解
除
に

な
っ
て
い
る
が
、
手
洗
い
・
マ
ス
ク

を
し
て
、
三
密
を
避
け
て
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
2
台
に
分
乗
し
た
。
車
中
は

お
し
ゃ
べ
り
も
控
え
め
で
静
か
な
旅

と
な
っ
た
。

　

高
塚
愛
宕
地
蔵
尊
で
は
お
み
く
じ

を
引
い
た
。「
立
ち
込
め
て
い
た
雲
間

に
再
び
日
の
明
る
さ
が
差
し
込
む
よ

う
に
徐
々
に
運
が
開
け
る
」
と
あ
っ

た
。
日
々
の
気
鬱
な
ニ
ュ
ー
ス
に
嫌

気
が
さ
し
て
い
た
気
持
ち
が
少
し
軽

く
な
っ
た
。

　

日
田
九
重
か
ら
の
帰
路
、
参
道
の

中
腹
に
あ
る
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
を
多

く
の
人
が
見
上
げ
て
い
た
。
私
も
誘

わ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
そ
よ
風
に
揺

れ
る
こ
ず
え
、
青
葉
若
葉
の
茂
み
を

見
や
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
木
漏
れ

日
の
中
に
1
羽
の
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
姿

を
見
つ
け
た
。
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
日
本

で
一
番
小
さ
な
フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
で

あ
る
。

　

フ
ク
ロ
ウ
は
首
が
広
範
囲
に
回
る

こ
と
か
ら
見
通
し
が
効
く
、
お
金
に

困
ら
な
い
な
ど
、
開
運
招
福
の
鳥
と

言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
「
福
来
郎
」「
不

苦
労
」
な
ど
と
書
く
こ
と
も
あ
る
。

思
い
が
け
ず
縁
起
の
良
い
鳥
に
出
会

え
て
心
が
弾
ん
だ
。

　

毎
日
ま
い
に
ち
変
化
の
な
い
日
々

を
過
ご
し
て
き
た
が
、
今
日
は
久
し

ぶ
り
に
遠
出
が
で
き
た
。
日
頃
あ
ま

り
交
流
の
な
か
っ
た
人
た
ち
と
も
親

し
く
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク
で
あ
っ
た
。

南ヶ丘 2 区シニアクラブ
 大崎　守

バスハイクでの出会い

健康活動や趣味・サークル活動健康活動や趣味・サークル活動
★ 健康づくり・スポーツ
　 健康学習、ウォーキング、
　いきいき百歳体操、
　グラウンド・ゴルフなど

★ 趣味、文化、レクリエーション
　 趣味・文化・芸能などのサークル活動、旅行、

ビンゴボードゲーム、ボッチャなど

★学習活動、リーダー研修
　 様々な学習講座の開催、シニアクラブ

活動のリーダー研修の開催など

生活を豊かにする楽しい活動 地域を豊かにする社会活動

ボランティア活動や世代間交流ボランティア活動や世代間交流
★ 友愛訪問、ボランティア活動、社会奉仕
　 友愛訪問活動、福祉施設等への
　ボランティア活動、社会奉仕の日活動など

★伝承活動、世代間交流
　 地域の文化・伝承芸能・民芸などの伝承活動、

子どもたちとの世代間交流活動など  

★環境美化・リサイクル
　 公園や公共施設などの花の栽培や管理・
　清掃活動、リサイクル活動など

シニアクラブの主な活動シニアクラブの主な活動

どんな活動をどんな活動を
しているの？しているの？

　大野城市シニアクラブ連合会では「生活を豊かにする
楽しい活動」と「地域を豊かにする社会活動」に分け、
それぞれ関わりを持ちながら総合的に取り組んでいます。

清掃活動
グラウンド・ゴルフ

随
筆
ひ
ろ
ば

随
筆
ひ
ろ
ば



シニア大野城シニア大野城（17）第 158号（17）第 158号 令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日

　

大
野
町
が
大
野
城
市
に
な
っ
た

１
９
２
７
（
昭
和
47
）
年
の
７
月
に
福

岡
市
か
ら
曙
町
に
転
居
し
た
。

　

大
野
城
市
に
転
入
す
る
前
は
、
福
岡

市
中
央
区
赤
坂
の
県
幹
部
職
員
用
住

宅
に
仮
住
ま
い
的
に
半
年
ほ
ど
住
ん

で
い
た
。
屋
敷
が
広
く
家
も
大
き
か
っ

た
。
し
か
し
幹
線
道
路
に
挟
ま
れ
た
住

宅
は
空
気
が
悪
く
、
乳
児
の
次
女
は
喘

息
を
、
私
は
鼻
腔
炎
を
患
っ
た
。
幹
部

職
員
の
入
居
が
決
ま
り
、
若
い
私
は
退

去
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

転
居
し
て
幸
い
な
こ
と
に
次
女
と

私
の
病
は
一
週
間
で
改
善
し
た
。
大
野

城
市
役
所
西
側
に
は
、
３
棟
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
集
合
住
宅
70
戸
と
木

造
平
屋
10
戸
ほ
ど
の
県
職
員
住
宅
団

地
（
現
在
は
「
Ｍ
Ｊ
Ｒ
大
野
城
曙
町
」

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
）
が

あ
っ
た
。
団
地
の
敷
地
は
市
役
所
と
同

じ
元
福
岡
県
蚕
業
試
験
場
の
跡
地
で
、

私
た
ち
夫
婦
と
１
男
２
女
の
家
族
５

人
で
こ
の
木
造
平
屋
12
坪
に
住
ん
だ
。

家
賃
は
格
安
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
建

材
が
不
足
の
時
代
に
建
築
さ
れ
た
の

か
、窓
の
木
枠
は
ね
じ
れ
、雨
戸
を
繰
っ

て
も
す
き
ま
風
が
漏
れ
、
冬
は
ご
ざ
を

立
て
か
け
て
寝
た
。
児
童
公
園
に
は
大

き
な
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、
夏
は
心
地
良

い
日
陰
の
も
と
で
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
っ
て
よ
く
遊
ん
で
い
た
。
団
地
の
空

地
は
家
庭
菜
園
に
利
用
さ
れ
、
種
苗
交

換
や
栽
培
方
法
な
ど
を
教
え
合
う
こ

と
で
近
隣
の
人
と
親
し
く
な
り
、
野
菜

の
自
給
で
家
計
が
助
か
っ
た
。

　

県
職
員
の
給
料
は
年
功
序
列
で
貧

富
の
差
も
少
な
く
、
住
宅
の
広
さ
も
質

も
差
位
が
な
く
、
袋
地
状
の
団
地
は
部

外
者
の
通
り
抜
け
も
で
き
ず
住
み
や

す
い
環
境
で
あ
っ
た
。

　

曙
町
に
は
瓦
田
区
（
自
治
会
）
の
評

議
員
の
１
名
の
ポ
ス
ト
が
割
り
当
て
ら

れ
て
お
り
、
団
地
内
の
順
番
制
で
私

が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
地
区

の
評
議
員
は
ブ
ロ
ッ
ク
住
民
の
推
薦
制

で
、
社
会
経
験
や
地
域
に
通
じ
た
方
ば

か
り
で
私
だ
け
が
若
く
、
地
域
の
情
報

に
も
疎
か
っ
た
。
当
時
瓦
田
区
の
集
会

所
は
地
緑
神
社
境
内
に
あ
り
、
瓦
田
公

民
館
建
設
用
地
の
選
定
が
大
野
城
市
か

ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
区
長
は
地
域
の

実
情
に
詳
し
い
評
議
員
会
に
相
談
が
持

ち
か
け
、
現
在
の
公
民
館
建
設
場
所
が

決
定
さ
れ
た
。
評
議
員
会
は
区
（
自
治

会
）
の
諮
問
機
関
で
自
治
会
行
事
に
は

直
接
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て

所
帯
道
具
が
増
え
、
家
が
手
狭
と
な
っ

た
。
１
９
８
４
（
昭
和
56
）
年
に
雑
餉

隈
町
に
ハ
ウ
ス
と
言
わ
れ
る
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
の
23
坪
の
中
古
住
宅
を
購
入
し
移

転
し
た
。
ハ
ウ
ス
と
は
春
日
原
米
軍
基

地
外
の
民
間
経
営
の
米
兵
家
族
向
け

一
軒
家
作
り
の
賃
貸
住
宅
の
こ
と
で

あ
る
。「
玄
関
で
靴
を
脱
ぐ
と
い
う
習

慣
が
な
い
」
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
玄
関
が
な
く
ド
ア
を
開

け
る
と
い
き
な
り
居
間
に
入
る
間
取

り
で
、
南
側
中
央
に
は
１
・
５
坪
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
に
便
器
、
浴
槽
、

洗
面
台
が
置
か
れ
て
い
た
。
便
所
が
水

洗
と
は
い
え
、
家
屋
の
中
央
に
あ
る
の

は
違
和
感
が
し
た
。
居
間
窓
だ
け
が
掃

き
落
と
し
で
他
の
３
部
屋
は
腰
高
の

出
窓
で
、
寝
食
を
畳
の
上
で
生
活
す
る

日
本
人
に
は
不
都
合
で
あ
っ
た
。
便
所

を
囲
っ
た
り
、
玄
関
ホ
ー
ル
を
増
築
し

た
り
、
腰
高
窓
を
掃
き
落
と
し
に
改
造

し
た
も
の
の
、
住
み
心
地
は
良
く
は
な

ら
な
か
っ
た
。
生
活
習
慣
が
異
な
る
ア

メ
リ
カ
人
好
み
の
ハ
ウ
ス
に
は
な
じ

大
野
城
市
に
住
ん
で
50
年

�

―
曙
町（
瓦
田
区
）と
雑
餉
隈
町
―

雑
餉
隈
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
　

太
田　

克
彦

曙
町
の
木
造
平
屋
12
坪

雑
餉
隈
町
の
ハ
ウ
ス

め
ず
、
結
局
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年

に
ハ
ウ
ス
を
取
り
壊
し
、
座
敷
と
床
の

間
の
あ
る
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
46
坪
）
を
新
築

し
た
。

　

曙
町
の
県
職
員
団
地
と
違
っ
て
雑

餉
隈
町
は
住
民
の
職
業
が
多
様
で
、
住

ん
で
い
る
住
宅
も
大
小
が
あ
り
、
貧
富

の
差
が
大
き
い
。
雑
餉
隈
の
ハ
ウ
ス
は

曙
町
の
家
の
屋
内
に
比
べ
夏
は
暑
い
。

い
ま
に
な
っ
て
考
え
る
と
曙
町
の
家

は
瓦
の
下
に
粘
土
が
敷
か
れ
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

雑
餉
隈
に
転
居
し
て
こ
こ
で
も
評

議
員
と
な
っ
た
。
自
治
会
行
事
の
準
備

運
営
が
主
た
る
用
務
で
、
区
長
が
評
議

委
員
を
人
選
し
、
瓦
田
区
の
ブ
ロ
ッ
ク

住
民
の
選
考
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

３
人
の
子
ど
も
は
巣
立
ち
、
現
在
老

夫
婦
2
人
だ
け
の
家
は
新
築
し
て
か

ら
28
年
が
経
過
し
、
２
階
の
２
部
屋
は

物
置
と
化
し
て
い
る
。
狭
い
な
が
ら
も

３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
に
ぎ
わ
っ
た

曙
町
の
生
活
が
懐
か
し
い
。

米兵家族が住んでいたハウス米兵家族が住んでいたハウス

随
筆
ひ
ろ
ば

随
筆
ひ
ろ
ば
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俳
　
句

俳
　
句

《《
88　

月
》

　

月
》

リ
ビ
ン
グ
の
団
扇
に
相
田
み
つ
を
の
詩

リ
ビ
ン
グ
の
団
扇
に
相
田
み
つ
を
の
詩

TT
シ
ャ
ツ
の
干
さ
れ
西
日
の
部
活
窓

シ
ャ
ツ
の
干
さ
れ
西
日
の
部
活
窓

「
デ
デ
ッ
ポ
ウ
」
鳴
か
ぬ
日
さ
み
し
夏
の
夕

「
デ
デ
ッ
ポ
ウ
」
鳴
か
ぬ
日
さ
み
し
夏
の
夕

蜩蜩
ひ
ぐ
ら
し

ひ
ぐ
ら
し

が
防
人
歌
碑
に
鳴
き
通
す

が
防
人
歌
碑
に
鳴
き
通
す

空
襲
警
報
敵
機
来
襲
Ｂ

空
襲
警
報
敵
機
来
襲
Ｂ
2929

��（
か
ま
ど
打
ち
消
し
防
空
壕
へ　

昭
和

（
か
ま
ど
打
ち
消
し
防
空
壕
へ　

昭
和
2020
年年
66
月
末
）

月
末
）

初初は
つ
ぼ
ん
え

は
つ
ぼ
ん
え

盆
会
盆
会
線
状
降
水
コ
ロ
ナ
危
機

線
状
降
水
コ
ロ
ナ
危
機

マ
ス
ク
な
き
は
遺
影
の
み
な
る
初
盆
会

マ
ス
ク
な
き
は
遺
影
の
み
な
る
初
盆
会

蜩蜩
ひ
ぐ
ら
し

ひ
ぐ
ら
し

が
鳴
い
て
い
る
い
る
盆
送
り

が
鳴
い
て
い
る
い
る
盆
送
り

《《
99　

月
》

　

月
》

矢
部
川
や
此
処
が
ふ
る
さ
と
盆
の
月

矢
部
川
や
此
処
が
ふ
る
さ
と
盆
の
月

口
紅
や
マ
ス
ク
の
中
の

口
紅
や
マ
ス
ク
の
中
の
唇唇く
ち
く
ち

淋
し
淋
し

籠
り
居
の
な
ほ
続
き
を
り
彼
岸
花

籠
り
居
の
な
ほ
続
き
を
り
彼
岸
花

酔
芙
蓉
語
ら
い
長
く

酔
芙
蓉
語
ら
い
長
く
今今こ
よ
い
つ
き

こ
よ
い
つ
き

宵
月
宵
月

若
草
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
井
手
口
　
京
子

若
草
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
井
手
口
　
京
子

《《
1010　

月
》

　

月
》

み
そ
汁
の
具
に
間
引
菜
一
握
り

み
そ
汁
の
具
に
間
引
菜
一
握
り

立
ち
止
り
無
中
な
り
け
り
虫
時
雨

立
ち
止
り
無
中
な
り
け
り
虫
時
雨

小
鳥
来
る
コ
ロ
ナ
禍
国
を
疑
わ
ず

小
鳥
来
る
コ
ロ
ナ
禍
国
を
疑
わ
ず

駄
句
ば
か
り
我
を
あ
は
れ
む
夜
長
か
な

駄
句
ば
か
り
我
を
あ
は
れ
む
夜
長
か
な

TT
シ
ャ
ツ
を
洗
え
ば
は
や

シ
ャ
ツ
を
洗
え
ば
は
や
暮暮ぼ
し
ゅ
う

ぼ
し
ゅ
う秋秋

阿
蘇
の
峰
駄
句
の
飛
び
付
く
花
野
か
な

阿
蘇
の
峰
駄
句
の
飛
び
付
く
花
野
か
な

昭
和
よ
り
生
き
て
八
十
路
や

昭
和
よ
り
生
き
て
八
十
路
や
蔦蔦つ
た
つ
た

紅
葉
紅
葉

《《
1111　

月
》

　

月
》

咲
き
て
待
つ
ア
サ
キ
マ
ダ
ラ
や
藤
袴

咲
き
て
待
つ
ア
サ
キ
マ
ダ
ラ
や
藤
袴

��

（
フ
ジ
バ
カ
マ
だ
け
好
む
渡
り
蝶
）

（
フ
ジ
バ
カ
マ
だ
け
好
む
渡
り
蝶
）

枯
葉
舞
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
唱
い
暮
れ
て
ゆ
く

枯
葉
舞
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
唱
い
暮
れ
て
ゆ
く

��

（
高
英
男
の
枯
葉
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
思
い
出
し
）

（
高
英
男
の
枯
葉
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
思
い
出
し
）

露
天
湯
に
紅
葉
七
葉
生
き
て

露
天
湯
に
紅
葉
七
葉
生
き
て
八八や

そ

や

そ十十

小
石
原
ダ
ム
大
工
事
冬
麗

小
石
原
ダ
ム
大
工
事
冬
麗

ま
た
通
う
蝶
に
ラ
ン
タ
ナ
刈
り
残
す

ま
た
通
う
蝶
に
ラ
ン
タ
ナ
刈
り
残
す

風
薫
る
川
面
つ
れ
そ
ふ
番
鳥

風
薫
る
川
面
つ
れ
そ
ふ
番
鳥��

け
い
こ

け
い
こ

散
歩
道
水
城
土
手
沿
ひ
風
薫
る

散
歩
道
水
城
土
手
沿
ひ
風
薫
る

幼
児
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
風
薫
る

幼
児
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
風
薫
る��

さ
よ
こ

さ
よ
こ

短
夜
や
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
朝
迎
へ

短
夜
や
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
朝
迎
へ

風
薫
る
万
葉
碑
文
字
浮
き
て
見
ゆ

風
薫
る
万
葉
碑
文
字
浮
き
て
見
ゆ��

ま
さ
し

ま
さ
し

風
薫
る
林
の
道
や
足
軽
し

風
薫
る
林
の
道
や
足
軽
し

友
来
る
夜
の
歓
談
明
易
し

友
来
る
夜
の
歓
談
明
易
し��

い
さ
お

い
さ
お

水
城
跡
吟
行
楽
し
風
薫
る

水
城
跡
吟
行
楽
し
風
薫
る

風
薫
る
若
き
日
の
一
ペ
ー
ジ
坊
が
づ
る

風
薫
る
若
き
日
の
一
ペ
ー
ジ
坊
が
づ
る��

え
い
こ

え
い
こ

短
夜
や
俳
句
ひ
ね
り
て
夜
の
明
け
り

短
夜
や
俳
句
ひ
ね
り
て
夜
の
明
け
り

風
薫
る
日
の
出
の
前
の
草
む
し
り

風
薫
る
日
の
出
の
前
の
草
む
し
り��

蒼　

水

蒼　

水

風
薫
る
先
づ
洗
濯
を
吾
老
い
し

風
薫
る
先
づ
洗
濯
を
吾
老
い
し

下
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
芙
蓉
俳
句

下
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
芙
蓉
俳
句

兼
題
兼
題
「
短
夜
、
風
薫
る
」

「
短
夜
、
風
薫
る
」
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果
樹
多
き
友
の
屋
敷
に
黄
の
色
の

果
樹
多
き
友
の
屋
敷
に
黄
の
色
の

　
　

灯
り
の
ご
と
き
〈

　
　

灯
り
の
ご
と
き
〈
不不し
ら
ぬ
ひ

し
ら
ぬ
ひ

知
火
知
火
〉
実
る

〉
実
る

さ
み
ど
り
に
繁
る

さ
み
ど
り
に
繁
る
樹樹こ
し
た

こ
し
た下下
に
手
料
理
を

に
手
料
理
を

　
　

広
げ
て
笑
顔
の
友
待
ち
く
る
る

　
　

広
げ
て
笑
顔
の
友
待
ち
く
る
る

老
い
づ
け
ば
優
し
き
こ
と
ば
身
に
沁
み
て

老
い
づ
け
ば
優
し
き
こ
と
ば
身
に
沁
み
て

　
　

友
の
笑
顔
は
妙
薬
と
な
る

　
　

友
の
笑
顔
は
妙
薬
と
な
る

短
　
歌

短
　
歌

深
緑
の
山
辺
飛
び
交
う
鷹
二
羽
や

深
緑
の
山
辺
飛
び
交
う
鷹
二
羽
や

玄
関
で
菖
蒲
花
咲
き
客
を
待
つ

玄
関
で
菖
蒲
花
咲
き
客
を
待
つ

土
起
こ
し
稲
植
澄
み
し
水
鏡

土
起
こ
し
稲
植
澄
み
し
水
鏡

散
歩
道
紫
陽
花
咲
い
て
元
気
ず
く

散
歩
道
紫
陽
花
咲
い
て
元
気
ず
く

大
楠
の
繁
る
枝
先
青
葉
木
菟

大
楠
の
繁
る
枝
先
青
葉
木
菟

睡
蓮
の
葉
の
隙
間
に
や
白
い
花

睡
蓮
の
葉
の
隙
間
に
や
白
い
花

盛
り
夏
風
鈴
鳴
り
て
涼
し
け
り

盛
り
夏
風
鈴
鳴
り
て
涼
し
け
り

夏
野
菜
天
の
水
に
て
葉
に
力

夏
野
菜
天
の
水
に
て
葉
に
力

軒
下
で
並
ん
で
咲
い
た
百
合
の
花

軒
下
で
並
ん
で
咲
い
た
百
合
の
花

蛍
飛
び
牛
頸
川
や
光
の
矢

蛍
飛
び
牛
頸
川
や
光
の
矢

南
ヶ
丘

南
ヶ
丘
22
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
城
里
生
　
富
雄

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
城
里
生
　
富
雄

誕
生
日
花
の
道
ゆ
く
八
十
路
か
な

誕
生
日
花
の
道
ゆ
く
八
十
路
か
な

静
寂
の
星
の
瞬
き
月
朧

静
寂
の
星
の
瞬
き
月
朧

手
の
先
を
ひ
ら
り
と
躱
し
散
る
桜

手
の
先
を
ひ
ら
り
と
躱
し
散
る
桜

紫
陽
花
に
習
う
て
吾
も
か
つ
ら
着
け

紫
陽
花
に
習
う
て
吾
も
か
つ
ら
着
け

病
み
て
猶
感
謝
感
謝
の
こ
ど
も
の
日

病
み
て
猶
感
謝
感
謝
の
こ
ど
も
の
日

五
月
来
ぬ
露
地
の
百
花
の
ほ
っ
こ
り
と

五
月
来
ぬ
露
地
の
百
花
の
ほ
っ
こ
り
と

仏
花
に
と
ひ
ま
わ
り
大
き
す
ぎ
る
か
も

仏
花
に
と
ひ
ま
わ
り
大
き
す
ぎ
る
か
も

南
ヶ
丘
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
渡
辺
　
喜
美
子

南
ヶ
丘
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
渡
辺
　
喜
美
子

南
ヶ
丘
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
北
島
　
ル
リ
子

南
ヶ
丘
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
北
島
　
ル
リ
子

　
「
盆
の
月
」

　
「
盆
の
月
」

枝
豆
の
み
ど
り
漲
る
粒
揃
ひ

枝
豆
の
み
ど
り
漲
る
粒
揃
ひ

羅
に
女
盛
り
を
包
み
た
る

羅
に
女
盛
り
を
包
み
た
る

清
流
の
調
べ
を
添
へ
て
夏
料
理

清
流
の
調
べ
を
添
へ
て
夏
料
理

灯
台
は
大
き
日
時
計
南
風
吹
く

灯
台
は
大
き
日
時
計
南
風
吹
く

大
阿
蘇
を
ひ
と
跨
ぎ
し
て
虹
の
橋

大
阿
蘇
を
ひ
と
跨
ぎ
し
て
虹
の
橋

八
月
や
人
影
も
な
き
忠
魂
碑

八
月
や
人
影
も
な
き
忠
魂
碑

三
世
代
膝
を
揃
へ
て
門
火
焚
く

三
世
代
膝
を
揃
へ
て
門
火
焚
く

住
み
古
り
て
此
処
が
故
郷
盆
の
月

住
み
古
り
て
此
処
が
故
郷
盆
の
月

生
身
魂
い
く
さ
話
に
口
噤
む

生
身
魂
い
く
さ
話
に
口
噤
む

銀
漢
や
時
の
止
ま
り
し
水
城
跡

銀
漢
や
時
の
止
ま
り
し
水
城
跡

上
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
荒
木
　
信
夫

上
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
荒
木
　
信
夫

全
身
を
揉
ま
れ
解
さ
れ
巡
り
良
く

全
身
を
揉
ま
れ
解
さ
れ
巡
り
良
く

　
　

あ
と
幾
年
を
生
き
る
や
わ
れ
は

　
　

あ
と
幾
年
を
生
き
る
や
わ
れ
は

薄
紅
の
合
歓
の
樹
陰
の
か
そ
け
き
に

薄
紅
の
合
歓
の
樹
陰
の
か
そ
け
き
に

　
　

し
ば
し
佇
む
こ
こ
ろ
疼
く
日

　
　

し
ば
し
佇
む
こ
こ
ろ
疼
く
日

空
高
く
ひ
ば
り
の
声
は
澄
み
渡
り

空
高
く
ひ
ば
り
の
声
は
澄
み
渡
り

　
　

情
報
過
多
の

　
　

情
報
過
多
の
脳脳
な
づ
き

な
づ
き
を
癒
す

を
癒
す

は
つ
な
つ
を
遅
れ
て
鳴
く
や
揚
げ
雲
雀

は
つ
な
つ
を
遅
れ
て
鳴
く
や
揚
げ
雲
雀

　
　

一
度
に
喋
る
女
子
会
に
似
て

　
　

一
度
に
喋
る
女
子
会
に
似
て

艷
や
か
な
友
の

艷
や
か
な
友
の
眦眦
め
じ
り

め
じ
り
の
皺
二
つ

の
皺
二
つ

　
　

白
内
障
の
術
後
に
見
た
り

　
　

白
内
障
の
術
後
に
見
た
り

久
々
に
作
り
し
ド
ー
ナ
ツ
固
め
に
て

久
々
に
作
り
し
ド
ー
ナ
ツ
固
め
に
て

　
　

サ
ー
タ
ア
ン
ダ
ギ
ー
と
沖
縄
想
ふ

　
　

サ
ー
タ
ア
ン
ダ
ギ
ー
と
沖
縄
想
ふ

沖
縄
を
訪
ひ
し
は
遥
か
夫
若
く

沖
縄
を
訪
ひ
し
は
遥
か
夫
若
く

　
　

娘
三
人
は
小
鳥
の
や
う
で

　
　

娘
三
人
は
小
鳥
の
や
う
で



シニア大野城シニア大野城令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日 第158号（20）第 158号（20）

所属クラブの会長に直接お渡しください。また
は、大野城市シニアクラブ連合会広報部までお
送りください。
※ 原稿には、投稿者の電話番号も記入してください。

投稿方法

大野城市シニアクラブ連合会 広報部 宛
☎ 092-582-9950

〒816-0934
大野城市曙町2丁目3-2（総合福祉センター2F）

宛 先

　ただいま、次回「シニア大野城第 159 号」に
掲載する原稿を募集しています。以下のほか、ジャ
ンルは問いません。お気軽にご投稿ください。

原稿締切日 令和４年11月17日（木）

クラブ活動紹介

随筆： テーマ「今だから話せる話」

文芸作品

など

原 稿 募 集原 稿 募 集

五
行
歌

五
行
歌

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ウ
ク
ラ
イ
ナ

あ
ま
り
に
も
悲
惨

あ
ま
り
に
も
悲
惨

あ
ま
り
に
も
無
残

あ
ま
り
に
も
無
残

あ
る
一
人
の
独
断
か

あ
る
一
人
の
独
断
か

戦
争
の
な
い
世
界
を

戦
争
の
な
い
世
界
を

か
つ
て
日
本
に
も

か
つ
て
日
本
に
も

悲
惨
な
戦
争
が

悲
惨
な
戦
争
が

福
岡
の
大
空
襲

福
岡
の
大
空
襲

長
崎
の
原
爆
被
害

長
崎
の
原
爆
被
害

あ
れ
か
ら

あ
れ
か
ら
7777
年年

シ
ニ
ア
会
の
慰
安
旅
行

シ
ニ
ア
会
の
慰
安
旅
行

光
り
の
道
の
宮
地
嶽
神
社

光
り
の
道
の
宮
地
嶽
神
社

玄
界
灘
を
望
む
東
郷
神
社

玄
界
灘
を
望
む
東
郷
神
社

歴
史
を
刻
む
荘
厳
さ
に

歴
史
を
刻
む
荘
厳
さ
に

沈
む
心
が
ま
た
弾
む

沈
む
心
が
ま
た
弾
む

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
藤
尾
　
俊
策

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
藤
尾
　
俊
策

久
し
ぶ
り
の
シ
ニ
ア
会

久
し
ぶ
り
の
シ
ニ
ア
会

た
が
い
の
再
会
に

た
が
い
の
再
会
に

微
笑
み

微
笑
み

肩
た
た
き

肩
た
た
き

元
気
を
喜
び
会
う

元
気
を
喜
び
会
う

畑
の
初
収
穫
は

畑
の
初
収
穫
は

ピ
ー
マ
ン

ピ
ー
マ
ン

66
セ
ン
チ
×

セ
ン
チ
×
1010��

セ
ン
チ

セ
ン
チ

大
き
く
育
っ
た
ね
と

大
き
く
育
っ
た
ね
と

笑
み
が
出
た

笑
み
が
出
た

漢
字
出
て
こ
ず

漢
字
出
て
こ
ず

い
つ
も
仲
良
し

い
つ
も
仲
良
し

電
子
辞
書

電
子
辞
書

助
け
ら
れ

助
け
ら
れ

感
謝
す
る

感
謝
す
る

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
小
河
　
三
代
子

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
小
河
　
三
代
子

背
中
で
ゆ
れ
て
る

背
中
で
ゆ
れ
て
る

麦
わ
ら
帽
子

麦
わ
ら
帽
子

父
さ
ん
指
示
し
て
笑
顔
も
動
く

父
さ
ん
指
示
し
て
笑
顔
も
動
く

坊
や
の
目
線
は

坊
や
の
目
線
は

し
お
か
ら
と
ん
ぼ

し
お
か
ら
と
ん
ぼ

夏
草
の
あ
い
だ
か
ら

夏
草
の
あ
い
だ
か
ら

ひ
っ
そ
り
顔
だ
す

ひ
っ
そ
り
顔
だ
す

小
粒
の
コ
ス
モ
ス

小
粒
の
コ
ス
モ
ス

風
雨
に
た
え
て
咲
き
だ
し
た

風
雨
に
た
え
て
咲
き
だ
し
た

両
手
を
そ
え
て
初
秋
を
愛
で
る

両
手
を
そ
え
て
初
秋
を
愛
で
る

酷
暑
の
次
は
台
風
で

酷
暑
の
次
は
台
風
で

秋
を
待
た
ず
に

秋
を
待
た
ず
に

柿
の
実
お
ち
た

柿
の
実
お
ち
た

家
族
を
見
守
る
記
念
樹
だ
か
ら

家
族
を
見
守
る
記
念
樹
だ
か
ら

青
菜
と
共
に
お
供
え
を
す
る

青
菜
と
共
に
お
供
え
を
す
る

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
光
吉
　
十
四
子

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
光
吉
　
十
四
子



シニア大野城シニア大野城（21）第 158号（21）第 158号 令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日

クイズの当選者クイズの当選者

井上　 義久さん（上大利）
古賀　 健一さん（下筒井）
後藤　 啓介さん（月の浦）
坂井 サダ子さん（下大利）
森 　　聖和さん（仲　島）

カキツバタカキツバタ

シニア大野城第157号掲載シニア大野城第157号掲載
お年玉クイズの解答はお年玉クイズの解答は

シニア大野城 シニア大野城 クイズコーナークイズコーナー
クイズを解いて、プレゼントがクイズを解いて、プレゼントが
当たるチャンス！さあ、皆さん当たるチャンス！さあ、皆さん
も挑戦してみましょう！も挑戦してみましょう！

頭 の 体 操

3つの中から言葉を選んで、ことわざを完成させましょう。
ことわざことわざ3択3択 クイズクイズ

① 頭隠して■ 隠さず A.腕　B.体　C.尻

② 後は野となれ■■■■ A.川となれ  B.山となれ  C.兎も跳ねる

③ 石の上にも■■ A.我慢　B.三年　C.水たまり

④ 急がば■■ A.回れ　B.走れ　C.歩け

⑤ 良薬は■■■■ A.おいしい  B.口に苦し  C.医者に限る

⑥ 果報は■■■■ A.すぐ来る  B.待つべし  C.寝て待て

頭 の 体 操

3つの中から言葉を選んで、ことわざを完成させましょう。
ことわざことわざ3択3択 クイズクイズ

① 頭隠して■ 隠さず A.腕　B.体　C.尻

② 後は野となれ■■■■ A.川となれ  B.山となれ  C.兎も跳ねる

③ 石の上にも■■ A.我慢　B.三年　C.水たまり

④ 急がば■■ A.回れ　B.走れ　C.歩け

⑤ 良薬は■■■■ A.おいしい  B.口に苦し  C.医者に限る

⑥ 果報は■■■■ A.すぐ来る  B.待つべし  C.寝て待て

（宛  先）
〒 816-0934 大野城市曙町 2 丁目 3-2
大野城市シニアクラブ連合会 広報部 宛

TEL・FAX 092-582-9950

（応募方法）
　クイズの解答、住所、シニアクラブ名、氏名を明
記し、所属クラブの会長にお渡しいただくか、下記
の住所まで郵送または FAX にてご応募ください。

①① ③③ ⑤⑤②② ④④ ⑥⑥
解 答 欄

答えが分かった方は、コチラ
までご応募ください！

（FAX 可）



シニア大野城シニア大野城令和4年 9月 15日令和 4年 9月 15日 第158号（22）第 158号（22）

月の浦シニアクラブ
 後藤　啓介

　各クラブ活動の紹介や随筆広場の記事を楽しく読ませていただきました。
　特に雑餉隈町シニアクラブ所属の太田克彦さんの「マイカーの思い出」は私が 18
歳で免許取得したことや、マイカーの購入（現在の車で 4台目）と現在までの運転
経験がなにかと似ているところがあり、懐かしく昔を思い出しました。
　私もそろそろ 80歳、テレビや新聞のニュースで毎日のように高齢者の事故が報
じられます。免許証の返納をいつしようかと今真剣に考えております。

　前号「シニア大野城第 157 号」にて
お年玉クイズコーナーを掲載し、多く
の方からご応募がありました。また、
クイズの解答とあわせて広報紙の感想
をいただきましたので、一部ご紹介し
ます。
　お寄せいただいた皆様ありがとうご
ざいました。

読者の声読者の声
下大利シニアクラブ
 さかい　さだこ

　6月に入り、わが家の庭のあじさいも色
とりどりに咲き誇っています。亡き夫に見
せたいくらいです。星に願いつつ、広報紙「シ
ニア大野城第157号」が届くのを楽しみに
待っていました。
　クイズの解答があっているかとっても不
安でしたが「文武両道」で正解でした‼良
かったです。やっぱり頭の
体操や認知症予防になりま
すね。漢字クイズに変換、
項目ごとに勉強になります。

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償（新型コロナを含む※特定感染症危険補償特約付）。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2022年3月作成　21-TC11211

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。
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謹んでお悔やみ申し上げます

訃 報

【白木原シニアクラブ】【白木原シニアクラブ】
吉光 　敏則（89）　令和４年６月吉光 　敏則（89）　令和４年６月

【シニアクラブ　つつじ会】【シニアクラブ　つつじ会】
前田 　鶴喜（84）　令和４年６月前田 　鶴喜（84）　令和４年６月

【井の口シニアクラブ】【井の口シニアクラブ】
仲尾 清之介（86）　令和４年 4 月仲尾 清之介（86）　令和４年 4 月

　
「
シ
ニ
ア
大
野
城
」
の
表
紙
を
第
１
５
８

号
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
各
ク
ラ
ブ
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
写
真
を
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
は
「
大
野
城
市
美
術
協
会
」
の
ご
協

力
に
よ
り
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
な
ど

の
作
品
が
表
紙
を
飾
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
の

世
界
に
も
う
一
つ
の
優
美
さ
を
添
え
、
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
感

想
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
紙
面
の
内
容
は
、
会
員
皆
様
か

ら
の
多
く
の
投
稿
文
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
は
投
稿
数
が
多
す
ぎ
て
広
報

部
員
が
選
定
に
悩
む
よ
う
な
日
が
来
る
こ

と
を
夢
見
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
読
者
の

熱
意
次
第
で
す
。
短
文
で
も
結
構
で
す
。

ぜ
ひ
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
う
少
し
の
時
間
を

 

「
シ
ニ
ア
大
野
城
」
に
注
ぎ
ま
せ
ん
か

 

（
古　

賀
）

◆
編
集
後
記

　

こ
の
た
び
は
『
シ
ニ
ア
大
野
城
』
の
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

（
大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

◆
広
告
協
賛
の
お
礼

【経　歴】
・大野城市美術協会、筑紫美術協会、
　二紀会所属
・ 大野城まどかぴあ、福岡市内、筑紫

野市、大野城障がい児者絵画指導カ
ルチャー教室指導

『初 秋』『初 秋』アクリル画アクリル画
小林　京子小林　京子

〜表紙説明〜〜表紙説明〜

【白木原シニアクラブ】

安部 喜美子 昭和 16 年生まれ
田中 やす子 昭和 23 年生まれ
平田 不二香 昭和 36 年生まれ
中垣 　文子 昭和 16 年生まれ
鬼木 登与志 昭和 24 年生まれ
小川 志津江 昭和 13 年生まれ
三尾 　直美 昭和 23 年生まれ

【瓦田シニアクラブ】
川上 　　勝 昭和   9 年生まれ
平田 小夜子 昭和   6 年生まれ
清田 　蓉子 昭和 19 年生まれ
杉本 　正枝 昭和 12 年生まれ
細川 　幸子 昭和 19 年生まれ

【シニアクラブつつじ会】

賀来 　國義 昭和 17 年生まれ
板井 　邦子 昭和 14 年生まれ

【井の口シニアクラブ】

鬼塚 和喜子 昭和 27 年生まれ
堀 　　隆廣 昭和 31 年生まれ

【南ヶ丘一区シニア会楽寿会】

大和 　寿幸 昭和 27 年生まれ
荒木 　健昭 昭和 22 年生まれ
澤田 由美子 昭和 29 年生まれ
矢吹 　尚元 昭和 21 年生まれ
矢吹 　陽子 昭和 25 年生まれ
都築 　幸徳 昭和 26 年生まれ
木村 　明子 昭和 18 年生まれ

新入会員紹介 （敬称略）
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私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

「シニア大野城」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

クラブひとコマクラブひとコマ 各単位クラブの日頃の活動をご紹介します！各単位クラブの日頃の活動をご紹介します！

　6 月 13 日（月）、待望の春のふれあい旅行に行きました。
仲間の絆の強さはどのクラブにも負けません！山田シニアクラブ

　

牛
頸
一
組
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

定
例
会
資
料
は
、
毎
月
、
北
原

利
考
さ
ん
の
絵
手
紙
作
品
が
表

紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
も
大
変
好
評
で
す
‼

牛頸一組シニアクラブ


